（別紙１（様式１関係））

事　業　計　画　書
（事業テーマ名：　　　　　　）
以下の観点から記入してください。
Ⅰ　事業説明書
　１　背景
· 当該分野における社会的・技術的背景及び課題
· 社会的ニーズ・顧客企業ニーズ
· 既存製品（技術）の特長及び課題
· 関連する製品（技術）の開発動向、競合他社の市場参入動向
· 上記の状況を踏まえた、補助事業の取組の概要

　２　事業の具体的内容
· 「１」の取組の概要を踏まえ、補助事業で解決すべき課題
· 上記課題の解決方法
※ 課題ごとにサブテーマを設け、図・表等を使い、具体的に解りやすくご記入ください。

　３　事業の目標
· 目標（可能な限り定量化し設定すること）及びその設定根拠
· 目標達成の可能性
※自社の産業財産権、保有技術、これまでの取組、共同研究者の役割等に基づき、その根拠を含めご記入ください。

　４　事業スケジュール
· 「2」のサブテーマごとの補助事業スケジュール
· 補助事業終了後の取組を含め、参入までのスケジュール

　５　事業効果
（1） 競合製品等と比較した製品の優位性。
· 競合他社の動向を含めた製品の優位性等

（2） 関連する産業財産権等の保有状況及び取得可能性。
· 関連する産業財産権の番号・名称・出願人・概要等（主なもののみ2～3件程度）
· 出願を予定しているものを含め、この補助事業での特許取得の可能性
（3） 製品開発、販路開拓等の参入の実現可能性。
· 「3」、「4」をふまえ、参入の実現可能性及びその根拠

（4） 参入又は事業拡大を目指す市場の規模。
· 客観的なデータを基にした市場規模
· 市場の動向

（5） 獲得が期待できる市場占有率（シェア）。
· 事業化した場合の目標とする市場占有率及び根拠
※根拠については、生産体制・販路拡大への取組等を基にご記入ください

（6） 福岡県の有機EL関連産業に与える波及効果。
· 県内企業との連携・波及効果
· 雇用への貢献、生産拠点や開発拠点の整備…等

　６　その他特記事項

Ⅱ　補助事業の計画
　１　補助事業期間
　　・補助事業の着手（予定）日　　　　〇年〇月〇日（または交付決定日）
　　・補助事業の完了（予定）日　　　　〇年〇月〇日

　２　実施場所（主たる場所を記載）
　　　〒　　　―
　　　

　３　担当者
・事業責任者　
・連絡担当者　

